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質問票調査によるアジア諸国におけるHIV/AIDS流行状況
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　わが国における海外渡航者の数は年々増加しており国外におけるHIV感染リスクの把握は必要不可欠と

いえる。

　今回，第10回国際エイズ会議トラックC（疫学研究）のアジアからの研究発表者95人を対象に，血清疫学

情報の収集および日本人の海外渡航による異性間感染予防を目的とした質問票調査を実施し，各国のHIV

感染リスクグループにおけるHIV抗体陽性率，および彼地の異性間感染の現状・対策に関する研究発表者

の回答をまとめることができた。

　国別では，タイ，インド，中国で，高いHIV抗体陽性率を観察した。とくに，売春婦，薬物静注者，性

感染症患者または受診者で高率（30～50％）であった。またインドの献血者または売血者では15～20％，タ

イの妊産婦で5％弱，さらには，マドラス，マドレイ（インド）の女性の囚人の陽性率が12.1％もあるのが

注目された。しかし，インドにおける男性同性間性的接触者の陽性率は前述のリスクグループに比して低率

（0～0.5％）であった。

　都市別にはチェンマイ（タイ）とボンベイ（インド）で高率であった。

　HIVの異性間性的感染の最も有効な予防対策については，陽性率の高い都市では，売春婦へのコンドー

ムの配給と健康教育が，その他の低い都市では地域住民の健康教育や薬物静注の厳重禁止の回答が多かっ

た。
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